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ベルであり（このことの原因は種々考えられるが），ま

してや上記のような観測を日本の研究者が中心になって

進めることは，遠い将来はともかく，近い将来にはまず

ないと思われる．現在では，このような計画とタイアッ

プし，地上からの種々の観測（レーザレーダ観測が中心

となると思われるが，前述したように他に種々考えられ

る）を行い，良質のデータを組織的に集めるといった作

業はある程度行えると思われる．さらには，大がかりな

観測に参加し，大きな観測をこなして行くポテンシャル

を引ぎ上げる良い機会ともなると思われる．名大のレー

ザレーダも，ある程度の貢献が出来るものと思い，上記

の計画に前向きにとり組んで行くつもりで検討してい

る．この計画について，このようなことをやったらいい

のではないかということがあったら，ぜひご連絡下さ

い．
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　天気予報のように応用の部門に属する技術を，これを

始めて学ぶ人でしかもそれを本務としない人に教えるこ

との難しさは私もよく経験している．この場合の困難さ

は説明をどこで打切り，どのように説明するかである．

　とかく技術者がこの種の本を書くと，あれもこれもと

付け加えて，あげくの果ては要領を得ない内容になり易

いものだが，この本はこのあたりのことが大変にうまく

まとめられている．これは著者の豊富な知識ばかりでな

く，長い間広報関係にたずさわっていて対象者をよく知

っているのも大きな理由であろう．

　以上は私の読後感であるが，この本は天気予報の専門

家のものではないので，天気予報は本務ではないが，日

常気象とはかなり密接な関係をもっている人に読んでも

らった．それによると，この本の

　（1）ファックス天気図の利用

　（2）災害天気図の顔つき

が他の本には見られない特長であると聞いた．

　多分，この本を読むことにより天気図を見た時に“こ

の天気図ではどんな異常気象に注意したらよいか”そし

て“気象台予報官にどこを更に詳しく聞けばよいか”な

ども分るようになろう．このような知識を持つことは防

災担当者にとっては大切なことで質問する部分も分らな

いようでは防災の実効は上らない．

　テレビの天気解説の中には賛成しかねるようなものが

見うけられるが，本書により正しく天気図を理解しても

らいたい．防災関係者，山岳会の人たちなど直接に天気

予報を利用する人たちが手もとにおいて読んでもらいた

い本で，一度読んで“ああそうか”と積んで置く本では

ない．なお，もう少し高層天気図のことを述べた方がよ

いように思うが，これは高層天気図の入手のむずかしい

人達を対象にしての配慮かも知れない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中山　章）
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